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2/4（土）第 10回通常総会 
発足１０年目を迎える今年、会場を「とみさと市民活動サポートセンター」に移しての開催となりました。三つの議案

は、すべて賛成多数により可決。10年目の活動がスタートです。第二部では、まず「活動１０年を振り返って」のスライ

ドショー。懐かしい写真が次々と・・・。発足時には想像も出来なかった活動の拡がりを、実感したのでした。そしてお馴

染み、山﨑理事の「天神・地蔵谷津の昆虫報告」。今年も興味深くも楽しいお話でした。発足１０周年の今年を充実した

一年とし、２０周年、３０周年・・・と、いつまでも続く団体となるよう、取り組んで行きたいと考えています。 

【定例の活動日】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（１） 毎週土曜日 9：00～12：00 

（２） 集合：天神谷津 駐車場 

活動場所が変わる場合は、事前に連絡し

ます。（地蔵谷津・大和・久能・中沢など） 

【里やまオープンデー】・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

活動を広く知ってもらいたくて今年から開始。 

動植物の観察や谷津の環境整備の体験を通し

て、里やまの魅力を満喫して頂きます。+ 

（１） 日時：毎月第４土曜日 9：00～12：00 

（２） 集合：天神谷津 駐車場 

（３） 参加費：無料 

（４） 休憩時間にお茶と軽食あり 

（５） 見学申込：Ｔｅｌ．090-6016-8548（岡本） 

 

〔今後の行事予定表〕 

1/6（金）水・土壌環境保全活動功労者表彰 

 
環境省水・土壌環境局長から、「水・土壌環境保全活動功労者表彰」を受

け、富里市長から表彰状を伝達して頂きました。 

高崎川源流域「天神谷津」での水質調査や環境保全、自然観察などが評価

されたものです。全国１９の個人・団体の一つに当会が選ばれました。身の引

き締まる思いです。 

これは、地道に水質調査を続けてこられた佐々木理事（写真右から二人目）

の功績によるところが大きいのだと思います。 

 

 

 

 

 

                               

会員募集 
【連絡先】NPO富里のホタル 事務局（岡本）☎090-6016-8548 

メールアドレス okamoton@themis.ocn.ne.jp 

 
 

NPO富里のホタルは、谷津田などでホタル

の発生を指標とした自然保護活動を行って

います。  
 

活動に関心のある方は、お気軽にお

問い合わせ下さい。（年会費：2,000円） 
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会員紹介 
 我が家は、３年半前に転勤で富里市に引っ越してきました。富里のホタルの会員に

なって２年になります。せっかく田舎の自然豊かな町に引っ越してきたのだから、それ

を楽しまないと勿体無い！子供にも自然の中で伸び伸び遊んで欲しいという思いか

ら、成田や富里のプレーパークに通うようになりました。そして、自分達が幼少の頃に

見たホタルが舞う景色を子供にも見せたいと思い、色々と調べた時に、叔父がこちら

の会員だという事を知り、紹介をしてもらったのが入会したきっかけです。 

ホタルの会のイベントでは田植え、稲刈り、植樹…日常生活では味わえない貴重な

体験ができました。竹灯篭、パチンコ、弓の作成指導をして戴き、作成した物を参加者

全員で点数をつけて競い合う楽しみもあります。用意していて戴ける食事もとても美味

しく楽しみの一つです。 草野理事長の手作り味噌には胃袋をつかまれました（笑）。 

子供だけでなく、大人も童心に帰って楽しませて戴いております。 

 

今年はこんな取り組みを始めます！ 

P1 P4 

【天神谷津斜面林の土留め】 
大雨などで土が流出してしまった箇所に、丸太と竹で「しがらみ」を施工します。 

    この「しがらみ」が朽ちる頃には、樹木の根が代役となる事を目指します。 

【紙芝居・絵本読み聞かせ】 
保育園、幼稚園、児童館へ出掛けて、紙芝居の上演、絵本の読み聞かせを行います。 

    「お試し」での子供達の反応は上々で、各所から実施の要望を頂いています。 

現在の会員数： 0 1 7 5 
 
０ １ ７ 

竹のしがらみによる土留め 絵本の読み聞かせ（向台幼稚園） 紙芝居（末廣幼稚園） 
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 ５回目を迎えた市民活動フェスタ。今年は、市内の４３団体が参加しました。私達は、初回から皆勤賞です。スライドショ

ーでの私達の活動紹介と展示ブースには、多くの人が訪れて下さり、その交流の中で、私達の活動への関心、認知度が

高まっている事を実感出来ました。 

骨組み部分をハードウッドに交換した木道

橋 

11//1166（（月月））感感謝謝ののおお米米パパーーテティィーー    

11//2255（（水水））中中央央大大学学大大学学院院生生にによよるる現現地地調調査査  

   今年も、「水」を研究している大

学院生の皆さんが天神谷津を訪

れました。滞在予定時間は、昨年

の倍の二時間強。じっくりと説明

を聞いてもらえる・・・と油断が生

じ、つい話し過ぎてしまいました。

しかし、後日頂いた感想レポート

に、多くの学生さんが「現場理解

の重要性」について述べてあり、

ホット胸を撫で降ろしたのでした。 

富里第一小学校に今年もお招き頂きました。４年前から支援を始めた５年

生の稲作体験学習ですが、田んぼづくりから始まって代掻き、田植え、そして

稲刈り、おだ掛け・・・。昔の農機具を使った脱穀だってやりました。一年間の

結実が、今日のような日になるのでしょう。毎年思いますが、本当にありがた

い！子ども達からのメッセージも頂きました。心のこもったコメントをありがと

う！やっぱりやりがいありますね。こんな交流が一番うれしいのです。そして

合唱の贈りものまで・・・。みなさん、上手でした。頂きっぱなしで申し訳ないで

す・・・。 私たちからは、木の実工作のスペシャルバージョンとお米を贈呈。 

是非こんな繋がりを続けて行きたいと思います。 

33//1111（（土土））植植樹樹祭祭「「未未来来のの森森づづくくりり」」      

美しい新緑と紅葉、そして生き物がいっぱいの雑木林を目指して、今年も樹を植えました。植えた樹には、植えた人の

ネームプレートを取付け、樹の成長を見守ってもらいます。小さな樹と小さな子供達。どちらの成長も楽しみです。サブイ

ベントは、手作りの弓で的当てゲーム。大人も子供も夢中でした。春の気配を感じる、のどかで楽しい一日となりました。 

2/18（土）第５回とみさと市民活動フェスタ 
  

 気軽に谷津を訪れて、歩き回ったり、生き物を見つけたり、遊んだり、食べたり・・・。そんな事を通して、里やまの心地

良さを知って欲しい。毎月第四土曜日を、その為の「里やまオープンデー」と定めました。小さなお子さんから高齢の方

まで、様々な人が訪れて下さり、滑り出しは上々です。参加者の皆さんの伸びやかな表情が印象的です。 

22//2255（（土土））里里ややままオオーーププンンデデーー遂遂にに開開始始  

P3 Ｐ２ 

新粉餅入りの豚汁で身も心も温かです 

キノコの植菌に夢中の高校生 

チェンソーに挑戦する参加者 

穴掘りの才能あり！？ 絵本にむらがる子供たち すいとん、プルコギ、ふき味噌おにぎり 

次々と木が植わり景色が一変！ 手作り弓で的を狙う。この美しい姿勢を見よ！ この子に決定！里やま塾新人賞 

年々賑わいを増す会場 今年の活動紹介は若い二人が・・・ 幼稚園出前授業を受けた子が我々のブース

へ・・・。 今は立派な小学生 

オタマジャクシに誘われて畔をお散歩 切り株は格好の遊び場に？ 

青空の下で 「しろいからす」の紙芝居 

 

谷津で田おこしをしていると、真冬でも小鳥たちが集まってきます。おこした土と湧き

出た水に、鳥たちのエサとなる小さな生きものたちがいるようなのです。鍬で作業をして

いる間、鳥たちの声に耳を澄ましていると、ひときわ高く、か細い声で「チーッツ」と泣い

ている鳥が。「あっ、カワセミが来た。」と思わず声のする方を見てしまいます。青色に輝

く羽とオレンジ色の腹部。その色彩の美しさは言葉に表現できません。カワセミの青色

は羽そのものの色ではなく、羽の微細構造により、光のあたり具合と反射によって様々

な色彩に見えるのだそうです。だから青色の羽根が、緑色に輝いて見えることもありま

す。水辺の枝にとまってじっとこちらを見ているカワセミ。「渓流の宝石」と讃えられたそ

の姿は何度見ても私たちの目を楽しませてくれます。 
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